
誤った使い方をすると、事故を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品の近くに保存して下さい。
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一回搗石抜精米機

NXP-33EG
（2.2kwモータ内蔵型）

NXP-55EG
（3.7kwモータ内蔵型）
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◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明
　 書に従って下さい。 

◎この取扱説明書に従わなかったため、あるいは誤用や無断改造
　 がなされたために怪我を負ったり、損害が発生したとしても、当社
　 及び販売会社は一切その責任を負いません。

１）近年農業機械には新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生する
　　傾向にあります。
　　この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。
　　そのためこの取扱説明書の記載事項や機械に表示してある注意事項は、すべての危険を
　　想定しているわけではありません。
　　従って機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の記載及び機械本体に
　　表示されている事項に限らず、安全対策に関しては充分な配慮が必要です。

２）この取扱説明書について質問やより詳しい情報が必要な場合は、当社又は購入店にお問
　　合せ下さい。

３）この取扱説明書において、万一ページの乱丁や落丁などがあった場合は、お取り替えいた
　　しますのでお手数ですが当社又は購入店までご連絡下さい。

◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明
　 書の指示・警告に従って下さい。
　 もし疑問点又は不明な点がございましたら、当社又は購入店にお
　 問合せて回答を得るまで作業を進めないで下さい。

重要なお知らせ

警　告

警　告



1-1　警告用語の種類と意味

警　告

1. 危険防止のために

危　険

警　告

注　意

    切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    中・軽傷を負う場合、機器・機械が損傷する場合又は
　 原料や製品に不具合が生じる場合に使用されます。

◎危険防止のために、本機の危険な箇所には警告ラベルを貼付してあります。
この警告ラベルでは危険度の高さ（又は事故の大きさ）に従って、次の３段階に
分類しています。

以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

危険防止のために危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが貼付
してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。

また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即座に新し

いラベルと交換し、同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償となって
おります）
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1-2　本機の使用にあたっての諸注意

本機の御使用後、及び保管の際には必ず、電源プラグをコン
セントから抜いてください。
感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

当社に無断で本機を改造したり、取り付けられているものを
外したり加工をほどこし、本機と関係のない物を取り付けた
りは、絶対にしないでください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

使用頻度に合わせて本機の点検・清掃は必ず実施してくだ
さい。
本機の性能を充分発揮出来ず、安全上支障をきたすことがあ
ります。
また、点検・清掃を行う場合は必ず元電源を切ってから作業
してください。
守らずに作業しますとケガをする場合があります。

警　告

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事有資格
者又は電気工事資格店にて本機の取扱説明書内に記載されて
いる基準を十分満たす工事を実施すること。
自分で勝手に工事はなさらないでください。
本機に悪影響を与え安全上支障をきたすことがあります。
また、既存の動力配線をお使いになる場合は本機の基準に適
応していることを確認後、本機を使用してください。

警　告

1. 危険防止のために

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握し
てから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに実施
し、本機の周りには決して過熱性の物・電気的な高容量物コ
ンプレッサー等のノイズ発生物などの危険な物は置かないよ
うにしてください。
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがあります。

警　告

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラ
ベルが貼付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。
また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即
座に新しいラベルと交換し同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償
となっております）

警　告
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電源コードを傷つけないでください。
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、
高温部に近づけたり、重たいものを載せたり、挟みこんだ
り、加工した場合は、電源コードが破損し、火災・感電の原
因となります。

警　告

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込んでくださ
い。感電・ショート・発煙・発火の原因となります。警　告

電源プラグの刃（プラグ先端）及び刃の取り付け面にほこり
が付着している場合は、よく拭き、ほこりを取り除いてくだ
さい。火災の原因となります。

警　告

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み
がゆるい場合は本機を使用しないでください。
感電・ショート・発火の原因となります。

警　告

指定の電源以外では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。警　告

1. 危険防止のために

本機を水につけたり、水のかかる場所や火気の近くでは使用
しないでください。
ショート・感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

電源プラグを抜く場合は、電源コードを持たずに必ず電源プ
ラグを持って引き抜いてください。
感電や発火する場合があります。

警　告

改造はしないで下さい。また、修理技術者以外の人は分解や
修理をしないでください。
火災・感電・ケガの原因となります。

警　告

※上記以外の注意点及び詳細は各作業内容に合わせて記載してあります。よく熟読され、
必ず守ってください。
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1-3　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

精米機タンク内部は、米落ち口の下方には精米ロールが設置されています。
精米タンク扉を開き、中に手を入れると精米ロールの「らせん部」に直接触れ
ることができます。もし運転中にこれらに接触しますと大ケガをしますので、
精米タンクの掃除などなんらかの理由で手をいれる場合は、必ず運転を停止し、
電源を切ってから作業を行ってください。
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1-4　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

前扉の米排出口を開きますと奥が上図のような構成になっています。
運転中は絶対に米排出口のFFカバー下方から手を入れないでください。
指に精米ロールの先端が接触しケガをする場合があります。
掃除・点検などを行う際は、必ず運転を停止し電源を切ってください。

米排出口

FFカバー
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1-5　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

ラベルが貼ってある扉を開けると内に伝動部があります。
これらを手で直接触れることができます。
運転中にこれらに接触しますとケガをしますので、扉を開く場合は、必ず電源
を切ってください。
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1-6　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

図示の昇降機内にバケットがあります。
点検フタを開けると、直接触れることができます。
運転中にこれらに接触しますと大ケガをしますので、フタを開く場合は、必ず
電源を切ってください。
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1-7　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

前後扉を開けると内側に本機動作部・伝動部があり、これらを手で直接触れる
ことができます。
運転中にこれらに接触しますと大ケガをしますので扉を開く場合は、必ず電源
を切ってください。
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1-8　警告ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

図示の電装ボックス・カバー内には電装品・モーターが収納されております。
通電中に接触しますと感電します。
運転する場合は、必ず電装ボックスフタ・カバーを閉めてください。
また、点検・修理などで電装ボックスを開ける場合は、必ず電源を切ってくだ
さい。
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1-9　警告ラベルの貼り位置（本機内部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

図示の吸引ファンセット内にはファンが収納されております。
運転中これに接触しますと大ケガをします。
運転する場合は、必ず吸引ファンフタを閉めてください。
また、点検・修理などでフタを開ける場合は、必ず電源を切ってください。
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1-10　注意ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

運転前には取扱説明書を熟読し、本機の性能・機能を充分理解してから運転し
てください。
本機の性能を充分発揮できず、安全上支障をきたすことがあります。
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1-11　注意ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

運転中にサイクロンを上から覗きますと目にゴミなどが入り、目を傷めますの
で運転中には絶対に覗かないでください。
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1-12　注意ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

張込タンクを開けると内部に石抜機があります。
運転中にこの装置に接触するとケガをします。
運転中に張込タンクは絶対に開けないでください。

張込タンク

石抜機
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1-13　注意ラベルの貼り位置（本機外部）と説明

1. 危険防止のために

ラベルの説明

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

張込タンクを開けた時、手をタンクの下に絶対置かないでください。
なんらかの原因でタンクが閉まった場合、手をつぶす危険性があります。

張込タンク
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2-1　本機の構成名称

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

米排出口

張込シャッター

精米シャッター

石排出シャッター

張込タンク

運転ボタン

精米タンク
ハンドル

停止ボタン
サイクロン

サイクロンホース

吹出筒
袋止金具

精米タンク窓

投入口カバー投入口

昇降機

前扉

後扉

石・残米
取出口
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2-2　精米部の構成

11 吸引シュート 23 ホースバンド（Φ65）

12 吸引ホース（Φ63）

9 精米ロール 21 主抵抗支杆軸

10 本体前部 22 主抵抗板

7 ハンドル 19 ロール押え

8 精米シャッターツマミ 20 ロール止めネジ（六角穴付M8×25）

5 主抵抗支杆 17 サイクロン支柱

6 FFカバー 18 サイクロン支柱受

3 金網（2枚セット） 15 サイクロンホース（Φ63）

4 精米シャッター板 16 サイクロン

2. ご使用になるまえに

1 万石セット 13 吸引ファンセット

2 金網枠（2枚セット） 14 吹出筒

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。
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2-3　昇降機部の構成

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

投入口カバー

投入口

戻しシュート

バケット

前カバー

戻しホース

残米受箱

受口本体

平ベルト

ベルト

アジャスト
ボルト

受口本体カバー

受口本体シュート

受口本体シュートフタ

点検フタ

残米排出
シャッター

昇降機モーター

昇降機モーターベルト
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2-4　電気的仕様の確認

183

20以上 30以上

過負荷保護ブレーカー（手動復帰型）

圧送ターボファン
吸引ターボファン

FF装置付

毎時能力（kg/h） （玄米） 160 ～ 180 （玄米） 240 ～ 270

三相　200

3.7

電源（V）

0.1

0.1 0.1

安全装置

幅 1022 × 奥行 592× 高さ 1504

 （玄米） 30 / （籾） 20

720

790

180本機重量（kg）

2.2

除糠装置

精米モーター（kw）

揚上装置モーター（kw）

石抜モーター（kw）

0.1

2. ご使用になるまえに

仕　　　　　様

NXP-33EＧ型 NXP-55EＧ型

ブレーカー容量（A）

外形寸法（mm）

タンク容量（kg）

白米排出高さ（mm）

張込タンク高さ（mm）

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事資
格者または、電気工事資格店にて本機取扱説明書内に記
載されている基準を十分満たす工事を実施すること。
自分で勝手に工事はなさらないでください。
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがありま
す。
また、既存の動力配線をお使いになる場合は、本機の基
準に相反していないか確認後本機を使用してください。

本機が使用する電源が上記に示す電気的仕様を充分満足
しているか確かめてください。

機種項目
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2-5　電気工事に関する注意事項

NXP-55EＧ型

三相　200V

三相　200V

2.4kw

3.9kw

20A以上

30A以上

2. ご使用になるまえに

機　　種 電　　源 モーター全容量 ブレーカー容量

NXP-33EＧ型

修理及び点検作業を行う場合は、必ず元電源を切ってか
ら実施してください。
感電等などの安全上支障をきたすことがあります。

※ NXP-33EＧ型・NXP-55EFＧに関する電源仕様及び電源に関する注意事項
を下記に示します。

お客様での三相200V電源には必ず右配線図

に示すような進相コンデンサーなる物が取り
付けられています。
これは、電気料金の低減が目的でありますが、お客様で
ヒューズ式開閉器をご使用になっていて何らかの原因で
ヒューズが切れた｣場合、切れた線上には進相コンデン
サーの影響により、100Vが供給されてしまいます。

この100Vにより精米機内に

取り付けられている電磁開閉

器がチャタリング現象を起し、
損傷する恐れガがあります。

なるべくヒューズ式開閉器はご使用にならず、
ノーヒューズブレーカー等のご使用をお勧め
いたします。
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2-6　本機の設置に関して

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮できず安全上支障をきたすことが
あります。
作業する際には身の回りには充分気を配り、手を潰した
りしないように注意してください。

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに
実施し、本機の回りには決して過熱性のもの・電気的な
高容量物・コンプレッサー等のノイズ発生物などの危険
なものは置かないようにしてください。
また、設置する場所は板の間などの地盤が弱い所は絶対
に避けてください。本機に悪影響を与え、安全上支障を
きたすことがあります。

アジャストボルトで本機を固定す
る時は、キャスターを地面より浮
かさないようにしてください。
本機が振動する場合があります。

設置が完了しましたら水平器を張
込タンクの上に置き、水平である
ことを確認してください。
水平が出ていないと石抜精度が低
下します。

注意①

注意②

※ 下記の手順にて調整してください。

調整が終わりましたら本機を揺さ
ぶりガタがないことを確認してく

ださい。

① 本機を所定の位置まで移動します。

② 右下図に示すように、キャスター
のアジャストボルトをスパナで時
計方向へ回してください。
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2-7　サイクロンの取り付け方

6 サイクロン支柱

7 支柱止ボルト（下）

8 支柱止ボルト（上）

3 サイクロンホース

4 サイクロン

5 サイクロン支柱受

2. ご使用になるまえに

1 吸引ファンセット

2 吹出筒

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、手を潰した
りしないように注意してください。

① 精米機右側板に長穴があります。
この長穴に吹出筒を入れ、精米機内の吸引ファンセットの吹出口にはめ込みます。

② 吹出筒の上部にサイクロンホースをはめ込みます。

③ 精米機右側板に取り付けられているサイクロン支柱受の支柱止ボルト（下）を緩
め、サイクロン支柱受の穴にサイクロン支柱を差し込みます。

④ サイクロンの支柱止ボルト（上）を緩め、サイクロンをサイクロン支柱に差し込
みます。

⑤ サイクロンにサイクロンホースをはめ込みます。

（サイクロンと吹出筒がつながります）
⑥ サイクロンの位置が決まりましたら、サイクロン・サイクロン支柱受の支柱止ボ

ルト（上）・（下）を締めます。
⑦ サイクロンの取り付けが終了しましたら、付属の糠袋をサイクロンの下に取り付

けてください。

糠袋は約3俵程度精米した分の糠を収納することができます。
それ以上になりますとサイクロン上部より糠が吹き上げ、サイクロン・
吸引ファン等の糠詰まりの原因になりますので、3俵程度精米されまし
たら必ず糠の処理をおこなってください。
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2-8　籾・玄米時の切り換え（1）

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、手を潰した
りしないように注意してください。

籾精白の場合、標準位置で籾殻・ワラクズ等の取れが悪い場合は、ダンパー取手を標準

位置より少し強方向に合わせてください。
サイクロンにお米が飛ばないように注意のこと。

本機には籾精白時に籾殻・ワラクズ等をきれ
いに除去するため、フロートフィルター（籾

殻・ワラクズ吸引）装置が設けられておりま
す。

玄米精白の場合：ダンパー取手を「0」の位
置に合わせてください。

（固定ボルトでしっかり固定）

籾精白の場合：ダンパー取手を「0～2」の

間に合わせ、お米が吸われな
いように調節してください。

（固定ボルトでしっかり固定）

米排出口が開いた状態で前扉を閉めると、FFカバーが破損する場合があります。

必ず米排出口がしっかり閉まっていることを確認してから前扉をゆっくりと閉めてくだ

さい。

◎ フロートフィルター（籾殻・ワラクズ吸引装置）の取扱いについて
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2-9　籾・玄米時の切り換え（2）

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、手を潰した
りしないように注意してください。

石抜機張込シャッターの開度は、玄米と籾では異なります。
開度を制限しているのは、シャッター軸にセットされている「Rピン」です。

工場出荷時が玄米に調節されており、Rピンはシャッター軸の3個の穴の一番前側の穴

にセットされています。
籾で精米される場合は、Rピンを一番奥（3個目）の穴にセットしなおしてください。

◎ 石抜機張込シャッターの調整に関して

張込タンクを

開けると
内にあります。
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2-10　石抜機ホコリ受箱の取り付け

2-11　回転方向の確認に関して

2. ご使用になるまえに

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、手を潰した
りしないように注意してください。

◎ 石抜機下面にホコリ受箱を取り付けてください。

また、使用後は必ず取出して

内の溜まったホコリを処分してください。

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把
握してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ベルトに手
を挟んだりしないように注意してください。

◎ 精米機背面より精米機主プーリーが

時計方向に回転することを確認して

ください。

回転方向が違う場合は配線を直して

ください。

ホコリ受箱
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2-12-1　配線図

2. ご使用になるまえに

点検・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いてくだ
さい。
安全上支障をきたす場合があります。

1

23

6

11

8

5

4

7

12

16

15

14

13

10

917

18

19

20

21

22

24
23

26

25
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2-12-2　配線図

25 昇降機ケーブル VCTF 1.25sq 4P A50-504-01

26 電源ケーブル VCTF 3.5sq 4P 652-920-00

23 精米機ケーブル VCTF 2.0sq 4P A50-502-02

24 石抜機ケーブル VCTF 1.25sq 4P A50-503-01

3

2. ご使用になるまえに

名　　　称 型　式　・　仕　様 メーカー・コード

電磁開閉器（精米機）　NXP-33EG
電磁開閉器（精米機）　NXP-55EG

SW-3　   AC200 2.2kw
SW-5-1  AC200 3.7kw

SW-3 AC200 0.1kw

SW-3 AC200 0.1kw

6

5

4 AC200 60秒

DC24V電源

AC200 60秒

AC200 60秒

PLA15F-24-N1

14

12

11

9

10

7

8

20

21

22

1

2

17

18

15

16

13

CDS-SR5V-K(センサーテック)

VCTF 0.5sq 3P

電磁開閉器（石抜機）

電磁開閉器（昇降機）

満量切りタイマー

残米タイマー

起動タイマー

満量センサーケーブル

残米センサーセット

異常ランプ DR22D0L-M4R

A50-511-02

526-616-10

残米センサーケーブル VCTF 0.5sq 3P A50-510-02

満量センサーセット CDS-F10-K(センサーテック) 127-601-00

運転ボタン AR22F0R-10G 9AR-221-0G

AR22F0R-01R 9AR-220-1R停止ボタン

石抜機モーター

AC200  2C 9MY-2NA-C2

切替スイッチ M2011(日本開閉器工業） A50-506-00

リレ-2

昇降機モーター TO-K-4P-0.1kw A50-514-00

操作ケーブル VCTF 0.75sq 4P A50-509-02

526-501-11
9SC-202-11

9SC-112-10

9SC-112-10

9AD-X11-11

9AD-X11-11

TO-K-4P-0.1kw A50-513-00

KY-501K 526-519-10

DC24V  2C

19
精米機モーター　NXP-33EG
精米機モーター　NXP-55EG

三相200V 2.2kw
三相200V 3.7kw

9ML-U11-07
9ML-U11-15

9PL-A15-F2

9AD-X11-11

抵抗メーター

リレ-1 9MY-2ND-C2

9DR-22M-4R

点検・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いてくだ
さい。
安全上支障をきたす場合があります。
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3-1　操作部の説明

袋止金具

用　　途　及び　説　　明

精米は針がグリーンゾーンを超えないようにしてください。

運転ボタンを押すと本機が運転を開始します。お米が無くなると自動
停止します。

停止ボタンを押すと本機が運転を停止します。

本機が過負荷状態になったとき点灯します。

精米を始めるときに引いてください。
（運転をしないときは必ず閉めてください。）

石抜/精米を始めるときに引いてください。
（運転をしないときは必ず閉めてください。）

袋を止める金具です。

精米シャッター

張込シャッター

石排出シャッター

石・残米取出口

ハンドル

ここを開きますと外部に米が排出されます。米排出口

石排出シャッターを引くと、ここから石・残米が排出されます。

米の白度を調整します。
（精米開始時は必ず「0」位置にしてください。）

石及び石抜機選別網の残米を排出するときに引いてください。

3. 運転方法

名　　　称

メーター（抵抗）

運転（ボタン）

停止（ボタン）

異常（ランプ）

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

◎ 下記に操作部の用途を説明します。

停止ボタン

異常ランプ

ハンドル

運転ボタン

米排出口

袋止金具

精米シャッター

メーター

張込シャッター

石・残米取出口

石排出シャッター
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3-2　戻し万石の説明

3. 運転方法

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

◎ 下記に戻し万石装置の特長と使用方法を示します。

戻し万石とは、精米開始時に排出される玄
米に近い状態の米、またはまだ好みの白度
になっていない米を上図に示す米排出口の
開度の調節により、精米機内の戻しホース
を使って昇降機内に米を戻し、もう一度精
米タンク内に供給する装置です。

① 精米機を作動させます。
② 米排出口（全閉状態）を半開き状態にします。

③ 精米タンクにある程度米が溜まりましたら、精米シャッターを引きます。
④ 万石から排出される米を目で見ながら白度を調節します。
⑤ お好みの白度になりましたら、米排出口を全開状態にして外部へ米を排出し

ます。

使用方法

特長

米排出口を

半開き状態
にする

昇降機

受口本体
カバー

戻しホース

米返却口

受口本体

受口本体

シュートカバー

受口本体

シュート

-　28　- 



3-3　運転方法

3. 運転方法

取扱説明書に示す手順通りに運転を行ってください。
それ以外の方法で行いますと安全上支障をきたす場合が
あります。

◎ 下記に運転手順を説明します。

① 張込シャッター・精米シャッター・石排出シャッターが閉まっていることを確認する。
② 張込タンクに米を張り込む。
③ 運転ボタンを押して精米機を起動させる。

④ 米排出口を中開き状態にする。（3-2：戻し万石の説明参照）
⑤ 張込シャッターを引く。

⑥ 精米タンク窓から精米タンクにある程度（約1/3）米が溜まったのを確認してから
精米シャッターを引く。

⑦ ハンドルを回して白度を調節する。このとき抵抗メーターの針がグリーンゾーンをオ

ーバーしないように注意してください。
⑧ 米排出口より米の白度を目視し、お好みの白度になりましたら米排出口を全開にして

米を外部に排出します。（3-2：戻し万石の説明参照）

⑨ 精米が終了しましたら機械は自動停止します。
精米途中で機械を停止させたい場合は、停止ボタンを押して精米機を停止させます。

⑩ 精米シャッター・張込シャッターを閉める。
⑪ ハンドルを「0」に戻してください。

※ 運転前には、サイクロンに糠袋を取り付け、白米受けを準備してください。

米排出口 張込シャッター

精米シャッター
石排出シャッター

張込タンク

運転ボタン
精米タンク

ハンドル

停止ボタン
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3-4　玄米排出方法

3. 運転方法

残米排出位置にハンドルを合わせると、精米しないで玄米のみ排出されます。

お米に対する嗜好の広がりから玄米に付着・混入した粉塵の除去ができ、より良い玄米
を得ることができます。
玄米を健康のためお召し上がりの方には、石抜処理・粉塵を除去した玄米は安心して食

せます。

（注意）

・稀にお米の品種や状態によって、玄米排出時に自動停止が作動する場合があります。
（石抜機能率より玄米排出能率が勝る場合があるため）
お米を精米タンクにある程度ためてから作業を行うか、自動停止を"切"にしてください。

また、搗精部内に残った残米も、ある程度排出できます。(残米ゼロにはなりません)

残米排出位置

ハンドル
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3-5　異常ランプが点灯したときのリセット方法

3. 運転方法

作業を行う場合、必ず電源プラグを抜いてください。
感電する危険性があります。

◎ 白度の上げ過ぎ・精米機内への

異物混入・ベルトの緩みなどによ

り本機が過負荷状態となったとき、

異常ランプが点灯し機械が停止し

ます。

速やかに原因を取り除き、下記手

順にてサーマルをリセットしてく

ださい。

① 電源を切る。
② 過負荷異常になった原因を取り除いてください。
③ 前板を外す。
④ 電装ボックスフタを外す。

⑤ 電装ボックスフタを外しますと中が下図のようになっています。
各リセットボタンを押してください。

⑥ 電源を入れ異常ランプが消灯しているのを確認する。
⑦ 電装ボックスフタを取り付ける。
⑧ 前板を取り付ける。

前板を外すと
電装ボックスがあります

精米機

電磁開閉器
石抜機

電磁開閉器

昇降機

電磁開閉器

精米機サーマル

リセットボタン
（白色）

石抜機サーマル

リセットボタン
（白色）

昇降機サーマル

リセットボタン
（白色）
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3-6　石抜機の石および残米の取り出し方

3. 運転方法

作業を行う場合身の回りには充分気を配り、可動部には
絶対に接触しないようにしてください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 石は選別金網の三角部に集まります。

石は運転中でないと取り出せませんので、運転ボ
タンを押して機械を作動させてください。

下記に示す手順で石を取り出してください。

① 運転ボタンを押し機械を作動させます。

② 本機左面の石・残米取出口に容器をセットします。

③ 本機正面左側の石排出シャッターを引いて開きます。

④ 最初は石と残米が混ざって出てきます。
石と残米が混ざらなくなったら（残米のみ）石排出シャッターを閉めてください。

⑤ 別の容器を準備してもう一度石排出シャッターを引いて開きます。

石抜金網上の残米をすべて排出します。

⑥ 残米の排出をすべて終えましたら石排出シャッターを閉めてください。
排出した残米は精米タンク扉から精米タンクにいれてください。

機械動作中に石排出シャッターを引いて開きますと、左面の石・残米取出口より
金網三角部に溜まった石が金網上部に残っている残米と一緒に排出されます。

石・残米
取出口

石排出シャッター

選別金網

三角部

金網カバー

機械内に

石抜機が
あります
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3-7　昇降機の残米取り出し方

3. 運転方法

作業を行う場合身の回りには充分気を配り、可動部には
絶対に接触しないようにしてください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 昇降機の底には約100ｇ程度の米が残ります。
作業後は底に残った米を下記に示す手順で取り出し
てください。

① シャッター固定ツマミを外します。

② 残米排出シャッターを手前に引きます。

昇降機底部の残米が残米受箱に落ちる。

③ 残米排出シャッターを閉めます。

④ 次に残米受箱を取り出して残米を処理してください。
後は元通りに戻してください。

残米排出
シャッター

残米受箱

シャッター固定
ツマミ
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3-8　自動停止について

3. 運転方法

作業を行う場合身の回りには充分気を配り、可動部には
絶対に接触しないようにしてください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 本機はお米が無くなるか、または精米
シャッターを閉めると数秒後に自動停止します。
自動停止する時間は、電装ボックス内にある残
米タイマーで設定します。出荷時は10秒に設
定してあります。ただしお米の品質・性状によ
り調整が必要です。残米タイマー時間は長くし
たり、短くしたり調整することができます。

◎ 残米タイマーの隣にある起動タイマーは、
お米の有無に関わらず機械を作動させる時間を
設定します。玄米は石抜機上部の張込タンクに
貼り込みますが、玄米が張込タンクから精米本
体へ移るまでの間センサーがお米を検知しない
為です。出荷時は45秒に設定してあります。
運転ボタンを押してからタイマー設定時間内に
精米を開始（精米シャッターを開く）してくだ
さい。起動タイマーは60秒まで長くすること
ができます。センサーがお米を検知しない場合
は、機械は自動停止します。

◎ 石抜作業やメンテナンス等のため本機を自
動停止させたくない場合は、電装ボックス内の
切換スイッチを「自動停止切」にしてください。
機械は動き続けます。「自動停止切」にした場
合は、停止ボタンを押して本機を停止させてく
ださい。出荷時は「自動停止入」に設定してあ
ります。

前板を外すと
電装ボックスが
あります

起動タイマー

残米タイマー自動停止

入/切スイッチ
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3-9　各タイマーについて

3. 運転方法

作業を行う場合身の回りには充分気を配り、可動部には
絶対に接触しないようにしてください。
安全上支障をきたす場合があります。

起動タイマー 残米タイマー

満量タイマー

標準値45秒 標準値10秒

標準値
30秒

◎ 残米タイマーについて
本機はお米が無くなるか、または精米シャッターを閉めると数秒後に自動停止します。
自動停止する時間は、電装ボックス内にある残米タイマーで設定します。
出荷時は10秒に設定してあります。ただしお米の品質・性状により調整が必要です。
残米タイマー時間は長くしたり、短くしたり調整することができます。

◎ 起動タイマーについて
起動タイマーは、お米の有無に関わらず機械を作動させる時間を設定します。
玄米は石抜機上部の張込タンクに貼り込みますが
玄米が張込タンクから精米本体へ移るまでの間センサーがお米を検知しない為です。
出荷時は45秒に設定してあります。
起動タイマーは60秒まで長くすることができます。
センサーがお米を検知しない場合は、機械は自動停止します。

◎満量タイマーについて
精米タンク内に満量センサーがあります。
満量センサーが"ON"になると石抜機を一旦停止させます。
その後、満量センサーが"OFF"になると満量タイマーが作動します。
満量タイマーの設定時間が経過すると、再度石抜機が作動します。
工場出荷時は 30秒 に設定されています。

前板を外すと
電装ボックスが
あります
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4-1　白度の調整

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 米の白度の調節は、精米機操作部のハンドルの調節
にて行います。
このハンドルの調節だけでの白度では充分に満足いた
だけない場合は、下記の方法にて白度の調節をしてく
ださい。
ただし、白度をあまり上げ過ぎますと精米機が過負荷
状態となりますので、充分注意してください。

① 前扉を開ける。
② ハンドルを引き抜いて取り外す。

③ 主抵抗支杆が見えます。
主抵抗支杆の上方に白度調節カラーと白度調節ボルトがあります。
白度調節ボルトを外して白度調節カラーを希望の白度になる枚数分だけ外します。

白度調節カラーを1枚外すと白度が抵抗の1目盛り分全体的に上がります。
④ 調節が終わりましたら元通りに戻してください。

ハンドル

白度調節ボルト

主抵抗支杆

白度調節カラー
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4-2　金網の掃除及び交換方法

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 下記に示す手順で掃除及び交換を行ってください。

掃除する場合は、本機に付属している金物ブラシをご使用ください。

① 万石セットからFFカバーを外す
② シャッターツマミを外す

③ 万石セット左右上下の

万石セットボルト（4本）を外す

④ 万石セットを手前に引き抜く

（万石セットと金網枠がセットされた状態で外れる）

⑤ 付属の金物ブラシで金網の目詰まり等を掃除

（金網を交換する場合は下記手順）

⑥ 取り出した万石セットの左右真ん中の金網枠セットボルト（2本）を外す

（万石セットと金網枠が分離）

⑦ 金網枠の金網セットボルト（上下4本）を緩める
⑧ 金網セットボルトを緩めて内の金網を取り出す⇒金網を交換

（注意）金網枠から金網が飛び出さないように、平らにして取り付けてください。
⑨ 元通りに戻してください。

金網

シャッターツマミ

FFカバー

金網枠

万石セット

スペーサ

金網セットボルト

金網枠セットボルト

万石セットボルト
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4-3　糠経路の掃除箇所

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラ
グを抜いてください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 糠経路に糠が付着すると本機に負荷が掛かり故障する場合があります。
定期的に下記に示す手順で掃除を行ってください。

上図の各部品内（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ）を掃除してください。

Ａ ⇒ 吸引シュート内

Ｂ ⇒ 糠吸引ホース内

Ｃ ⇒ 吸引ファンと吸引ファンケース内

Ｄ ⇒ 吹出筒内

Ｅ ⇒ サイクロンホース内

Ｆ ⇒ サイクロン内

サイクロン

吸引ファン

サイクロンホース

サイクロンフタ

吸引ファンケース

吹出筒

吸引ファンフタ糠吸引ホース

吸引シュート

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
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4-4　精米ロールの掃除方法

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ ロールに糠が付着しますと、能率が著しく低下します。
下記に示す手順で掃除を行ってください。

① 万石セットを取り外す。

（4-2：金網の掃除及び交換方法参照）
② 万石セットを外すと内に

精米ロールが見えます。
③ 精米ロールの先端にあるロール止めネジを

外します。

（工具 M8用六角レンチが必要です）
④ 精米ロールを手前に引き抜いてください。

⑤ 精米ロールを掃除してください。
特に「螺旋（らせん）」部分の糠付着をき
れいに掃除してください。

「螺旋（らせん）」部分に糠が付着します
と精米機の能率が低下します。
同時に吸引シュートも掃除してください。

⑥ 精米機後部にある銀色の円筒の内部も掃除
してください。

※円筒止めネジを緩め円筒を手前に引くと
円筒は外れます。

精米ロール

ロール止めネジ

万石セット

円筒

ロール押え

フェルトパッキン

パッキン押え

精米ロール 円筒止めネジ

吸引シュート
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4-5　昇降機の平ベルト調整

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 長期間使用しますと、昇降機の平ベルトが緩みます。
定期的にベルト点検フタを外して平ベルトの張り確認をしてください。
緩みがある場合は下記手順にて平ベルトを張ってください。

① 投入口カバー（カバー止めボルトを外して）を外します。
② 投入口止めナット（2個）外して、投入口を上方向に引き抜きます。

投入口が外れます。
③ 左右のアジャストボルト固定ナットを緩めます。

④ 左右のアジャストボルトを均等に

（平ベルトの芯がずれないように）時計方向に回して
平ベルトを張ってください。

⑤ ある程度張り終えましたら、空運転しながら再調整してください。
後は元通りに戻してください。

投入口

投入口カバー

アジャストボルト
固定ナット

アジャストボルト

カバー
止めボルト

投入口
止めナット

点検フタ

投入口
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4-6　主抵抗支杆及び主抵抗板の掃除方法

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 主抵抗支杆及び主抵抗板に糠が付着すると、「ムラヅキ」の原因となります。
下記に示す手順で掃除を行ってください。

① ハンドルを左に回して抵抗を「0」にします。

② ハンドルを引き抜いて取り外します。
③ FFカバーを手前に引いて取り外します。
④ 主抵抗支杆に挿入されている抵抗支杆軸の片方のＲピ

ンを外して、抵抗支杆軸を引き抜いて取り外します。
抵抗支杆軸を取り外すと同時に主抵抗支杆が外れます。

⑤ 主抵抗支杆の下方に主抵抗板があります。
この主抵抗板の回りをきれいに掃除し、主抵抗板が手
で軽く回ることを確認してください。

また、主抵抗板が当たる万石の米輩出穴回りにも糠が
付着していないか確認してください。
（右図に主抵抗支杆と主抵抗板の詳細図を示します）

⑥ 掃除が終わりましたら、元通りに戻してください。

主抵抗板

抵抗板ブッシュ
主抵抗支杆

ハンドル

FFカバー

主抵抗支杆

抵抗支杆軸

Rピン
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4-7　ファンベルトの張り方

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 下記に示す手順にてベルトを張ってください。
ベルトの点検は本機の運転前に必ず行ってください。

① 精米機後扉を開けます。
扉を開けると内は上写真のようになっています。

② ファンプーリーの左右にあるファンベルト
調節ネジ（2個）を緩めます。

③ 吸気カバーを下方向に軽く手で押し下げて
ベルトを張ってください。
ファンプーリーが下方向に下がります。

④ ベルトが張り終わりましたら、ファンベル
ト調節ネジを締めてください。

ファンベルト調節ネジ

ファンベルト

ファンプーリー

主プーリー

精米機ベルト

風車主導プーリー

精米機
テンションプーリー

吸気カバー
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4-8　昇降機モーターベルトの調整

4. 各部の調整・点検・掃除

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

◎ 長期間使用しますと、昇降機モーターベルトが緩みます。
定期的にベルトの張り確認をしてください。
緩みがある場合は下記手順にて平ベルトを張ってください。

① モーターベースの止めナット(4箇所)を緩めます。
② アジャストボルト固定ナットを緩めます。
③ アジャストボルトを時計方向に回すとベルトを張ることができます。

④ ベルトが適度に張れましたら、アジャストボルト固定ナットと
モーターベース止めナットを締めてください。

昇降機
プーリー

モーターベース

アジャストボルト
固定ナット

アジャストボルト

ベース
止めナット

昇降機
モーターベルト

モーター
プーリー

モーター
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5-1　無洗米造りの精米装置としてご使用の場合

5. 無洗米造りの精米装置として

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

① ＮＸＰ-55ＥG型（又はＮＸＰ-33ＥＧ）は低コストで手軽な無洗米造りの設備
とすることができます。
精米機の優れた特長を生かし2回精米することにより乾式無洗米並み以上の精白米を得る
ことができます。炊飯する際には、無洗米モードによる炊き分けは必要なく従来の白
米炊飯で炊き上げることができます。

② ＮＸＰ-55ＥG型（又はＮＸＰ-33ＥＧ）を無洗米造りの精米装置として
ご使用になられる場合は、下記の方法をお勧め致します。

◎ ＮＸＰ-55ＥＦ型 （又はＮＸＰ-33ＥＧ）＋ ＭＲＴ-3ＥＦ型 ＋ 小米取機Ｖ-3型
※ 小米取機Ｖ-3型で砕米を取り除く。

※ 玄米からの歩留まり89％程度の仕上げですと、糠の臭みが残る場合があります。
米の品質・気象条件等により搗精具合が変化しますので、出来るだけ玄米からの歩留

まり87～88％程度を狙って仕上げてください。

NXP-55EG

又は
NXP-33EG

MRT-3EF

小米取機
V-3
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6-1　石抜機の能率が低下したときは

①張込タンクを開ける

②選別金網止めネジ（6個）を
外して、石抜機選別金網を
取出してください

選別金網の表・裏を掃除して
ください

6. 不調なときの原因と対策

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

※ 掃除せずに長期間ご使用になりますと、石抜機選別金網に米糠や玄米油等が固着し

米が流れにくくなり、石抜機の能率が著しく低下する場合があります。
下記の要領にて石抜機選別金網を外し、表裏面を付属品のブラシで掃除してください。

老化米・クズ米・半ヅキ米などは

石抜機の能率が著しく低下します

張込タンク

石抜機選別金網

金網止めネジ
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6-2　不調な時の原因と対策一覧（1）

調査して異物を取り除いてくださ
い

ベルトが緩んでいる 各ベルトを適正に張ってください

砕米が多く発生する

精米に時間が掛かる

米の品種及び状態による場合 抵抗を「0」に戻して再調節

必要以上に白度を上げ過ぎる 抵抗を弱めにしてください

取扱説明書に従って掃除を行って
ください

米に胴割れが多い

取扱説明書に従って操作してくだ
さい

必要以上に白度を上げ過ぎる 抵抗を弱めにしてください

ベルトが緩んでいる 各ベルトを適正に張ってください

金網・ロール等が磨耗している

操作が間違っている

精米機内に異物が混入している

金網・ロールを交換してください

金網・ロールに糠が付着している
取扱説明書に従って各部の掃除を
行ってください

石抜機の能率が低下し、張込に時
間が掛かっている

石抜機選別金網を掃除してくださ
い

ベルトが緩んでいる 各ベルトを適正に張ってください

金網・ロール等が磨耗している 金網・ロールを交換してください

ロールに糠が付着している

精米機が作動しない

精米機・石抜機・昇降機内に異物
が混入している

各装置を調査して異物を取り除い
てください

吸引ファン・吸引シュート・サイ
クロン等に糠が詰まっている

取扱説明書に従って各部の掃除を
行ってください

吸引ファン・吸引シュート・サイ
クロン等に糠が詰まっている

取扱説明書に従って各部の掃除を
行ってください

電源または配線上で異常である 電源及び配線を確認してください

ブレーカーが作動する
（サーマルが作動する）

白度が上がらない
糠ハケが悪い

6. 不調なときの原因と対策

電源が入っていない 電源及び配線を確認してください

状　　　態 原　　　因 対　　　策

サーマルが作動している
（過負荷異常ランプが点灯している）

原因を取り除きサーマルをリセッ
トしてください

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。

-　46　- 



6-3　不調な時の原因と対策一覧（2）

その他の異常がありましたら、当社または購入店にご相談ください

石が取れない

石抜機の下に米がこぼれ
る

機械の設置方法が間違っている

機械を設置している地面に「ガ
タ」がある

取扱説明書通りに設置してください

水平になるように調節または
「ガタ」のない場所に設置してくださ
い

ベルトを適正に張ってください

取扱説明書に従って掃除を行ってくだ
さい

主抵抗支杆・主抵抗板・万石の米
排出口等などに糠が付着している

取扱説明書に従って各部の掃除を行っ
てください

「ムラヅキ」になる

機械が振動する

石抜機への米の供給量が多すぎる 張込シャッターを調節してください

選別金網の目が塞がっている
取扱説明書に従って掃除を行ってくだ
さい

選別金網に糠等が付着して
石抜機の能率が低下している

石抜機のベルトがスリップしてい
る

6. 不調なときの原因と対策

状　　　態 原　　　因 対　　　策

機械が水平になっていない 水平になるように調節してください

点検・掃除・作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜い
てください。
安全上支障をきたす場合があります。
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（約3,000俵）

60,000kg

（約1,000俵）

（Φ65×560） （Φ38×660）

180,000kg

（玄米）

180,000kg

（約3,000俵）

180,000kg

A50-430-10

（約3,000俵）

7. 消耗部品

167-155-11

サイクロンホース

ロール

イメージ

（NXP-33EG） （NXP-55EG）

部品名

部品番号

部品名

部品番号

イメージ

167-150-12

糠吸引ホース

A50-422-10

（Φ65×300）

交換の目安

円筒

167-103-17

籾殻吸引ホース

A50-471-10

除糠網

167-225-16

糠　袋

526-445-11

● 表中の数値を目安に、部品の交換をお願い致します。
● 交換部品は、お買い上げの販売店へお問合せください。
● 交換作業は、お買い上げ販売店へお問合せください。

※ 1俵＝60kg（30kg×2袋）です。交換目安換算の際にお役立てください。
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〒930-0314　富山県中新川郡上市町若杉2番地　
 　　　　　　　　ＴＥＬ．076-472-2233　　FAX. 076-473-9100
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